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戸時代防長地方の稲作」徳山大学総合経済研究所『総研レビュー~ No.l7 (2001年 1月)、同「日本農業シス
テムの史的展開j東洋大学経済研究会『経済論集』第28巻 2号 (2003年 3月)、同「新潟県蒲原平野における
水利秩序の考察j東洋大学『東洋学研究』第42号 (2005年 3月)、同「近代朝鮮半島の稲作と日本の農業近代
化政策J東洋大学経済研究会『経済論集』第3巻 2号 (2008年 3月)、同「試験場時代の稲(1)一戦前期集約
型稲作到達時点の稲品種 J東洋大学経済研究会『経済論集』第37巻 2号 (2012年 3月)、同「試験場時代の




作農民にとっても常に最関心事であったに違いない。いま、 Yを生産量、 Lを労働力(=人口)、 A











備率 (A/L)が上昇することはないため、左辺 l人当たり食糧 (y/L)の培大の程度は、専ら、



















2)ボズラップ. E W農業成長の諸条件~ (安津秀一/他訳 ミネルヴァ書房、 1975年)。藩政時代を例にとれば、
一般に、新田開発のピークはその前期にあり、一方、人口は、幕府の「全国人口調査J(関山直太郎『近世

































































「集約農業jの弊害:図 3では、労働Lの増投 (L1→ L2) に伴う生産性 (y/L)の低下 (y1/






































































Y/A= α f ( L/  A、 f/ A ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (3)
(反収) (反当労働力) (反当肥料)
(3)式の含意は、稲作の土地生産性(反収)の水準= (y / A)が、専ら、反当労働投入= (L/ A) 
と反当肥料投入量= (F/ A) に依存して決まるというものである。また、これをさらにコブ=ダ
グラス型に定式化したものが(4)式である。
(y / A) = α (L/ A)βL (F / A)β1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (4)




















術の向上)の下での新たな要素配分達成の様子 (A→ C) を概念化したものである。 βFの相対的






















9 )肥料と労働の生産寄与率の比率 (s，/s L) は、
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た「耕地整理Jが稲作の生産性水準全体を一図 3では、生産関数 (y) の切片である αを一上方に
引き上.げる効果を持ったことは間違いあるまい。いま、上記「耕地整理J推移期間を含む蒲原 3郡
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和
牢数値は、年度別事業完了「地積数Jおよび「累積地積数Jを示す。
本牢出所:W西蒲原土地改良史~ (西蒲原土地改良区、 1981年)pp.696 -697。






























15) r日本農書全集 第29巻~ (農山漁村文化協会、 1982年)所収。
16) W周防大島 天保農事問答・嘉永年度年中行事~ (日本常民文化研究所 1955年)所収。








①苗代への下肥・草肥運搬・播き床っくり・矯 三 月 中 田植え(=夏至)よ 1.5 0.5 
種 り54，5目前
②麦刈り跡の耕起・砕土・同作業の牛使い・あ 四 月 中 麦刈り(=小満)後 2.0 1.0 
ぜ塗り
③草肥刈取り・運搬・撃きこみ・翠きこみの牛 〔四月中〕小満に入るころよ 8.0 0.5 
使い・草肥ならし り
④苗取り・苗の運鍛・苗代への草肥施用・中代・ 五 月 中 裏作麦栽培のとこ 4.5 0.5 
植代かき・同作業の牛使い・田植え(女)・鍬 ろは夏至のころ
代・苗配り
⑤一番草取り 五月中 田植えの15日後 2.0 
⑤二番草取り 六月節 一番の 7日後 2.5 
⑦三番草取り 六月節 二番の10日後 3.0 
⑧四番草取り 六月中 三番の 6，7日後 3.0 




⑪用水路補修の出役 ~九月節 1.0 
⑫稲刈り 〔九月中〕 中田は霜降りに入 2.5 
る4，5目前
晩回は十月節
⑬脱穀・稲わら結束 [九月中〕 4.0 
⑭籾乾燥など調整作業(女) 〔九月中〕 2.5 
⑮籾摺り(男女) 〔十月節〕 4.0 
⑮俵編み・縦縄かけ・俵装 〔十月節〕 4.5 
⑫年貢米運搬・船積み・上納 〔十月節〕 2.0 








































































































































































27) 速水佑次郎・神門善久『農業経済論~ (岩波書庖、 2002年) 5 -1表参照。
28) 速水・神門『向上書~ 5 -4表によれば、 1921年にわずか 1%であった産業補助金に占める農業補助金の
割合は1931年に17%、34年に28%へと急増している。





















































































中蒲原郡五泉町 10町 玄米3斗 用水供給ノ対価トシァ同郡青名村ニ支払フ
二島郡田越村 18.8町 5円乃至10円 向上ノ為日越村ニ支払フ
北魚招郡川口村 23町 反当玄米 5升5合 向上ノ為川井村ニ支払フ
同郡同心 1町 同玄米3斗 5升 向上
中魚沼郡仙田村 0.5町 4円 向上ノ為仙田村岩瀬ニ支払フ
東頚城郡下俣倉村 20町 玄米4石7斗5升4合 下俣倉村菱田ニ支払フ
同郡同村顕聖寺 16町 玄米 1石7斗5升 同村金ヶ淵ニ支払フ
玄米8斗8升
同郡同村小黒村 10町 酒 2斗6升 同村朴ノ木ニ支払フ
金40円
岩船郡大川谷村 2.2608町 玄米 8斗6升
向上 0.5310町 同(?) 
西蒲原郡四ッ合村 171.3町 同(?) 向上ノ為大黒村ニ支払フ
同吉田村大字下中野 5町 90円 吉田村亡吉仁と1 田ヨリ用水ノ供給ヲ仰キ又排水ス
ル為メ 田ニ支払フ






一方、金額ベースについても、反当り 5~10円という高額な事例が l 例見られているが、通例は、
これよりもずっと低い水準(1円80銭以下)であった約。
一方、『西蒲原郡土地改良史』は同郡味方村の昭和初年稲作収支計算例を載せている36)。これに
従えば、水利費として反当り l 円が計上されている。この 1 円の水利費は稲作収入(上回77.8~下
田51.2円)に対し最大でも 2%(下回)に満たない37)。
34) W農業水利慣行調査~ (大正5年、農商務省)。

















費目 上 中 下
収量 2.4石 2.0石 1.6石
米価 30円(石)
米金額 72円 60円 48円
その他収入 5.8円 4.8円 3.2円
収入計 7.8円 64.8円 51.2円
肥料代 12.0 10.0 5.0 
労賃 32.2 30.8 28.0 
公租・公課 6.3円 5.4円 3.6円
水利費 l円 1円 l円
その他支出 3.5円 3.0円 2.5円
支出計 55.0円 50.2円 40.1円












































































1 .乙 222.33344:?ι'?1 1ぺ!! : >之之之 3234444






























































































































































y=αf (L、K，A) .・H ・H ・H ・...・H ・.…..・H ・..……...・H ・.…..・H ・.…..・H ・..……(2)式













1.2%であった。成長への α の寄与率(慣行的農業の近代的再編の貢献度)は、したがって、 44~
79%であったことを付記しておこう山。
40) 速水佑次郎・神門善久『農業経済論~ (岩波書出、 2002年)4-4表参照。
41 
